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議
員  

市
長
は
観
光
政
策
を

人
口
減
少
対
策
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
考
え
か
。

市
長

住
む
人
と
訪
れ
る
人

を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
う

も
の
と
位
置
づ
け
、
交
流
人
口

の
拡
大
か
ら
関
係
人
口
の
創

出
、
さ
ら
に
は
定
住
へ
と
つ
な

が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と

で
、「
訪
れ
る
人
に
も
、
住
む
人

に
も
選
ば
れ
る
ま
ち
釜
石
」
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
。

議
員  

関
係
人
口
を
創
出
す

る
際
の
課
題
は
。

総
務
企
画
部
長

当
市
を
訪
れ

た
方
が
一
度
の
観
光
で
終
わ
ら

ず
、
再
訪
・
リ
ピ
ー
タ
ー
化
、

さ
ら
に
は
継
続
的
な
関
わ
り
を

持
つ
「
関
係
人
口
」。
こ
の
局

面
で
の
課
題
は
、
再
訪
し
た
く

な
る
、
あ
る
い
は
継
続
的
に
関

わ
り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
域
住
民
と

の
交
流
の
場
を
提
供
で
き
て
い

目指すまちづくりは
訪れる人にも住む人にも選ばれるまち
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る
か
と
い
う
点
。
「
来
て
も
ら

う
」
施
策
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
強
化
、
移
住
検
討

者
に
、
暮
ら
し
と
魅
力
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
、
暮
ら
し
お
試

し
移
住
パ
ッ
ク
を
提
供
し
て
い

る
。

議
員  

公
共
工
事
の
予
算
は

税
金
。
競
争
性
の
確
保
も
重
要

だ
が
そ
れ
以
上
に
公
共
事
業
に

よ
る
資
金
が
地
域
内
で
循
環

し
、
雇
用
や
技
術
の
維
持
に
つ

な
が
る
こ
と
も
重
要
だ
。
当
局

は
公
共
調
達
を
地
域
経
済
政
策

の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
市
内
事

業
者
へ
の
優
先
発
注
を
今
後
も

維
持
・
強
化
し
て
い
く
考
え
か
。

財
政
課
長

市
内
事
業
者
の
発

注
に
つ
い
て
は
、
優
先
制
度
を

引
き
続
き
進
め
る
。

観光振興政策で差別化を図ってきたか
歴史・経験の全体で差別化と捉えた

野 田 忠 幸
（21 世紀の会）

議
員
　
観
光
振
興
に
お
い

て
、
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
釜
石

が
有
す
る
唯
一
無
二
の｢

鉄
の

歴
史｣

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
差

別
化
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　

鉄

を

中

心
　

と
し
た
産
業
・
文
化
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
等
を
経
験

し
た
釜
石
全
体
を
も
っ
て
差
別

化
と
考
え
て
き
た
。
近
代
製
鉄

発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
・
文

化
は
釜
石
の
貴
重
な
資
源
で
あ

り
、
一
度
訪
れ
て
み
た
い
土
地

と
な
る
よ
う
そ
の
情
報
発
信
に

重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
は
年
金
受
給
者
が
購
入
し

難
い
期
日
に
販
売
す
る
こ
と
が

続
い
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

産
業
振
興
部
長
　
本
事
業
は
国

の
交
付
金
と
市
の
一
般
財
源
を

充
て
る
の
で
そ
の
予
算
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び

市
民
生
活
へ
の
支
援
と
い
う
事

業
効
果
の
早
期
実
現
を
図
る
た

め
の
販
売
日
設
定
だ
っ
た
。
第

８
弾
の
追
加
販
売
は
年
金
受
給

者
等
の
生
活
実
態
を
考
慮
し
８

月
21
日
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
　
空
き
家
を
除
去
後
５

年
間
は
固
定
資
産
税
を
そ
れ
ま

で
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
減
免

す
る
と
な
っ
た
が
、
適
用
を
受

け
る
に
当
た
り
注
意
点
は
。

総
務
企
画
部
長

事
前
相
談
を

要
件
と
す
る
。
減
免
措
置
の
対

象
要
件
を
事
前
確
認
し
、
事
後

の
不
利
益
や
手
続
き
の
遅
延
を

防
止
す
る
た
め
、ま
た
、除
去
後

で
は
現
地
の
状
況
確
認
が
困
難

と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
だ
。

事
前
確
認
に
は
一
定
の
期
間
を

要
す
る
の
で
余
裕
を
も
っ
て
相

談
し
て
ほ
し
い
。

第８弾かまいしエール券

185_4b.indd   9185_4b.indd   9 2026/07/21   9:14:082026/07/21   9:14:08

8かまいし市議会だより
第１８5号

市役所新庁舎開庁に伴うメリットは

障がい者福祉計画における人材確保は

手続が１カ所で完結できる

基盤は行政が、地域には補完を期待

佐々木　聡

磯 﨑 翔 太
（創政会）

（至誠の会）

議
員  

現
在
、
市
庁
舎
は
第
１

庁
舎
か
ら
第
５
庁
舎
と
大
渡
町

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
鈴

子
町
の
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
内
、

嬉
石
町
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
が
、
新
庁
舎
開
庁
に

伴
い
、
ど
こ
ま
で
行
政
機
能
が

集
約
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
当
市
で

は
、
行
政
機
能
が
分
散
し
て
い

た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
複

数
の
庁
舎
を
移
動
し
な
が
ら
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ご
不

便
を
か
け
て
き
た
。
新
市
庁
舎

で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
各
種
手
続
が
１

カ
所
で
完
結
で
き
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な

り
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
来

庁
の
際
、
駐
車
場
の
利
用
環
境

の
改
善
に
加
え
、
バ
ス
停
を
敷

地
内
へ
移
設
す
る
こ
と
で
、
公

共
交
通
と
の
接
続
が
向
上
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
な

る
。
さ
ら
に
、
庁
舎
内
の
窓
口

配
置
や
動
線
を
分
か
り
や
す
く

す
る
こ
と
で
、
来
庁
さ
れ
た
方

が
迷
う
こ
と
な
く
手
続
を
行
え

る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
施

設
面
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
段
差

の
解
消
、
案
内
表
示
の
充
実
な

ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

市
産
木
材
の
活
用
な
ど
で
、
地

域
性
や
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
み
ん
な

の
ホ
ー
ル
」
や
相
談
室
の
充
実

で
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
開
か
れ
た
庁
舎
と
し
た
。

議
員

　
第
４
次
障
が
い
者
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
福
祉
に
従

事
す
る
人
材
は
十
分
に
確
保
で

き
る
か
。

市
長

今
後
の
人
口
構
造
や

労
働
力
の
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
必
要
な
人
材
が
十
分
に
確

保
で
き
る
と
は
考
え
て
な
い
。

基
盤
と
な
る
部
分
は
引
続
き
行

政
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
日
常

生
活
の
延
長
線
上
に
あ
る
取
組

を
補
完
的
に
担
っ
て
ほ
し
い
。

議
員
　
委
託
先
と
の
契
約
に

お
い
て
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
合
意
が

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長

釜
石
市
の
保

有
す
る
個
人
情
報
等
の
適
切
な

管
理
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

規
定
に
基
づ
き
運
用
を
し
て
い

る
。
外
部
委
託
す
る
場
合
、
個

人
情
報
の
適
切
な
管
理
を
行
う

能
力
を
有
す
る
者
を
選
定
す
る

旨
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
先
の
責
務
を
明
確
に

規
定
し
た
特
記
事
項
を
契
約
時

に
添
付
し
て
い
る
。

議
員

　
義
務
教
育
下
に
あ
る

児
童
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
利
用
の
是
非

に
つ
い
て
は
。

教
育
長

個
人
情
報
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
肖
像
権
の
保
護

や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
家
庭
の
協
力
も

必
要
な
た
め
、
参
観
日
に
合
わ

せ
て
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
親

子
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

る
。
今
後
も
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
む
が
、
誰
で
も
加
害
者
や

被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
国
と
し
て
一
定
の
制
限
を

設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

利便性の向上が期待される窓口

誰もが暮らしやすい
障がい福祉計画に
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